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図-1 5 層骨組構造モデル
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1. 緒言 
高層ビルの解体工法の一つとしてアメリカなどで行わ

れている爆破解体は，通常の工法と比べ，高所での重機

を用いた危険な作業を必要とせず，また工期が短く済む

といったメリットがあり，優れた解体工法として注目さ

れている．他方，爆破解体作業には，周辺構造物に被害

を与えないよう細心の注意を持ってあたる必要があり，

未だに一部の業者がもつ高度なノウハウに依存する傾向

がある．この工法が広く一般の業者に普及するためには，

事前にその崩壊挙動を検討可能なシミュレーション技術

が必要となることが考えられる．しかし，このような破

断や接触を伴う強非線形・不連続現象に有効な数値解析

手法が確立されていないのが現状である．そこで本研究

では，爆破解体をより一般的な工法とすることを目的と

し，ASI-Gauss 法[1]を爆破解体解析に適用し，その有効性

を検証した．本解法は ASI 法[2]を改良したものであり，

骨組構造の衝突崩壊解析に対する有効性が確認されてい

る．爆破は，部材断面を強制破断させることで表現する．

解法の詳細については他文献[1]に譲り，本稿では 5 層お

よび 10 層骨組構造に対して爆破解体解析を実施し，爆破

箇所の相違が崩壊挙動に与える影響を調べた結果につい

て報告する． 
2. 骨組構造の爆破解体解析 

本研究では，2 つの解析モデルに対し計 4 つの解体パタ

ーンを想定し，その崩壊過程の相違を調べた．柱および

はりに用いる部材は，JIS G3136 建築構造用圧延鋼材

SN400H 型鋼を想定した．また，柱部材の接触および減衰

は考慮していない． 
(１) 5 層 5 スパン骨組構造の爆破解体解析 
 図 1 に示すような

5 層 5 スパン骨組構

造に対し， 2 種類の

解体パターンを設定

した．部材のパラメ

ータとしては，全て

の部材について公称

寸法 300 mm × 300 
mm のものを用いた．

図 2 と図 3 に Case 1，
Case 2 の爆破箇所(図
中●印)と順番(図中数字)，および解析結果を示す．Case 
1 ではまず中央 4 本の柱の周辺を爆破し，その後放射状に

外側の柱上部を順に爆破した．Case 2 では，そのうち右か

ら 2 番目の柱の周辺で爆破が失敗した場合を想定してい

る．爆破間隔は一律に 0.5 s である． 

図より，Case 1 では中央の部材が真下に落ち，外側の部

材がはりの重さで内側に引かれて落下しているのが観察

できる．崩壊形態はほぼ左右対称である．一方，Case 2 で

は，爆破が失敗したために重量配分が偏り，爆破失敗箇

所を有する柱が外側に曲がり，最終的にその上層部が外

側に落下した．周辺に与える影響を考慮すると，Case 1 は

全ての部材が低い位置まで落下し，安定した状態で積み

図-2 爆破箇所および解析結果（Case 1） 
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図-3 爆破箇所および解析結果（Case 2） 
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重なっており，遠方に飛散した部材もないことから成功

例であると言える．一方，Case 2 では構造物が元々存在し

ていた範囲よりも外側に部材が落下しており，崩壊過程

も不安定なことから，失敗例であると言えよう． 

(２) 10 層骨組構造の爆破解体解析 
 次に，図 4 に示すように

はりの内側に床を想定して

十文字の要素を配置した 10
層骨組構造モデルを作成し，

2 種類の解体パターンを与

えた．1 階から 5 階までの

柱には公称寸法 300 mm×

300 mm，5 階より上層の柱

と全てのはりには 250 mm×

250 mm，床を表現した部材

には 200 mm×200 mm の部

材を用いた．Case 3 では，9
階左側 2 本の柱の根元を爆

破した後，順に 1 階下反対

側の柱を爆破した．Case 4
では，そのうち 2 箇所で爆

破が失敗した場合を想定した．また，前の解析と同様に

爆破間隔は 0.5 s とした．図 5 および図 6 に，それぞれの

場合の爆破箇所および解析結果を示す． 

図より，Case 3 では比較的鉛直に部材が落下している

が，5 階付近で崩壊が止まり，最終的に上層が傾いた状態

で積み重なっている様子が観察できる．これは，本研究

で行った解析においては，接触した要素の再解放を考慮

していないため，積み重なった部材の滑落現象を有効に

表現できていないためである．しかし，遠くに飛散した

部材がないという観点からは，爆破解体の成功例である

と言える．一方，Case 4 では，2 階層で爆破が失敗した影

響で上層部が大きく右に折れ曲がり，落下している．こ

れは，中層左側の柱に時計回りに大きな曲げモーメント

が発生したためであると考えられる．また，下層におい

ても不安定な状態で部材が積み重なっていることが確認

できる．上層部が骨組構造の存在していた範囲の右側に

倒れていることから，これは解体失敗の一例であると言

えよう． 

3. 結言 
本稿では，ASI-Gauss 法を用いた骨組構造の爆破解体解

析結果について報告した．解析結果より，本来爆破する

予定であった箇所において爆破が失敗した場合などには，

崩壊モードが大きく変化し，周辺環境にも多大な影響を

及ぼす可能性があることが確認できた．このように解体

過程を模擬的にシミュレートすることが可能となったも

のの，その一方で実際の現象と比較した定量的評価まで

には至っていない．そこで今後は，このような問題の定

量的評価を可能とするため，爆薬などの危険物を使わず

に構造物の解体過程を模擬できる，爆破解体実験システ

ムの製作を行う予定である． 
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図-4 10 層骨組構造モデル

  図-5 爆破箇所および解析結果（Case 3） 
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  図-6 爆破箇所および解析結果（Case 4） 
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